
元広告会社勤務実績があり、自称デザイナー（実際は広告設備の設置調整）Ｍ副
長は、今回は、パソコンで作成したデザインを、プリンタラベル用紙を使って、【オリジ
ナルステッカー】を作ってみることにした。デザインは最近Ｗ○Ｃで優勝した、サムラ
イＪ○Ｐ○Ｎをパクった。いや、いや、上手に流用した。まぁ！パロディーてことでご理
解願いたいもんだ。決して悪意はないぞー！

１型（手旗）：バ○トの代わり
に、手旗を持たせたが、会社の
隣席の約３０年前カブスカウト
だった後輩に、「スカウトの武器
は、箸じゃないんですか！？」と
鋭い指摘を受け、本人は気に
入っていたのだが幻のデザイン
となった。でも良く見ると、何だ
か、剣道の審判にも見えてくる。
やはりボツだなこりゃ！

２型（武器）：これでどうだ！
手旗の代わりに、武器（和武器
こと箸）を持たせ、左手には、
防具（Ｍ副長はこう呼ぶ）の器
を持たせた。結構、渋くてこれ
は良いぞ！ワビ・サビの世界
じゃのー！

＊でも、スカウトたちには受けなかった。渋すぎたか？

三指（さんし）とは、ボーイ以上の敬礼やスカウトサインでの指の形。デザイン画のように、右手の親指と小指を付けて
人差指、中指、薬指の三本指をたてる。 三指は三つのちかいを表す 。「ちかい」とは、スカウティングの原理であり、
ボーイ隊以上に上進・入隊のときには、この『ちかい』を立てる。「私は名誉にかけて、次の３条の実行をちかいます。」
１．神（仏）と国とに誠を尽くし、おきてを守ります。２．いつも、他の人々をたすけます。３．からだを強くし、心をすこやか
に、徳を養います。である。 スカウト同志の手紙やメールに｢拝啓･･････敬具｣の代わりに、はじめにかく挨拶語として
「三指」を用いることがある。 この場合は｢三指･･････弥栄（いやさか）｣とする場合が多い。 弥栄（いやさか）？また、ス
カウトたちが聞きなれない言葉が出てきたので、これも説明しておくことにしよう。いやさか（弥栄）とは、「ますます栄え
る」、「万歳」、「おめでとう」などと言う意味で、ボーイスカウトの祝声のことを言う。世界各国のスカウトは自国語の祝声を
持っているが、世界共通の祝声として、日本で行われている「いやさか」が採用されている。それはなぜか？大正１１年、
日本連盟が誕生した時日本のスカウトの祝声として「弥栄」を採用したが、大正１３年、佐野常羽がイギリスのギルウエル
でこれを披露したところ好評でそれ以来ギルウエルの祝声として「弥栄」が用いられているそうである。ちなみにＭ副長
は、イギリスは行ったことはない。 やり方は、 ・「いやさか用意！」で、・右手にベレーをつかみ、・右斜め下方向より物
をすくうように上に持ち上げながら、「いや～さかっ！」 「いや～さかっ！」 「いや～さかっ！」と３回繰り返す。
＊ちなみに４団発団２０周年記念式典の際、友団からこの「弥栄」の祝声でお祝いしてもらったが、覚えているかなー？

実際にＭ副長愛車ヨンダンバード２号に貼付けてみた。
このマークは、スカウトたちに大好評である。コミックを映画化した

あの「２０世紀少年」を、上手に流用したものである。映画では本来１
本指であった。昨年のカブキャンプの際に、カブの敬礼やサインの２
本指にしてみたが、なんと御本家さまが映画第２弾で２本指にしてき
たではないか！では、こちらは、スカウトの敬礼で行う【三指】にして
みた。やはり、スカウトたちには、怪しいこのマークに興味があるよう
である。このマークは、業界の選ばれし者のみが貼ることを許され
る。（密かに世界制覇を企てるＭ副長＋１である）その条件とは、【マ
ニアではなく、単なる物好きであること】である。ちなみに、こういう物
を考える自体が、マニアとの声もある。

ステッカーはこんな感じ これは作業キャップのデザイン（案）


